平成２０年度吉備学区連合町内会総会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２１年５月１２日

吉備学区連合町内会　会長　西村輝

　１、日時　　　　　平成２１年５月９日（土）　13:30～15:50

　２、場所　　　　　吉備公民館　大集会室

　３、出席町内会　　　３７町内会、委任状　２町内会、欠席町内会　１１町内会

　　　出席役員　　　　役員　１０名（会長代行、会長含む）

　４、議事

　　１）開会挨拶　　　西村会長代行

　　　　　　　　＊本来なら木元会長が挨拶すべきですが、事情により木元氏が2月末に急遽

　　　　　　　　　辞任されましたので、3/14の緊急役員会で理事の1人である西村が会長代

行に選出され、期末までの業務と本日の総会に対処しました。
　　２）来賓挨拶　　　　・岡山市北市役所　吉備地域センター長　妹尾英雄氏

　　　　　　　　　　　　・吉備公民館長　　小野英雄氏（本年4月着任）

　　　　　　　　　　　　・県会議員　　横田えつこ氏　（メッセージを頂き代読し紹介した）

　４、議題と概要について

　　　＊議長による議題の説明には、当日配布の資料を中心に新たに購入したプロジェクター
　　　　により行った。（プロジェクターについては、今後要望の町内会に貸し出しを行う）

　　　＊議事の進行については、其々の議題により質疑と応答がありましたが、質疑と応答につ

いては、後述します。　

　　　１）平成２０年度事業活動報告について

　　　　　　報告に先立ち、木元前会長欠席のため、西村より木元氏辞任の経緯とその後の状況について西村から説明があった。（木元氏の辞任の意思が固く、止むなしと判断）

　　　　　　別紙資料により、主たる活動について西村会長代行より報告しました。

→特に重大な質問はなかった。

　　　２）平成２０年度決算報告

　　　　　　別紙資料により、会計次田より報告がありました。

　　　　　　　　予算と決算について（繰越金を除く）

　　　　　　　　　　収入　　　予算　１,２０６,０００円に対し、収入１,０４０,１６７円

　　　　　　　　　　支出　　　予算　１８１万円に対し、支出１,２５４,５１６円

　　　　　　　　 以上について、監査高橋より監査報告がありました。

　　　　　　（概要）

　　　　　　特に、２０年度は、１６町内会からの会費納入がなかった。

　　　　　　　　　（会費納入一覧表については、西村会長代行の判断により公開したもので、質疑と応答があり、後述します）

　　　　　　事業については、

実施は、kibi safety net、まちかど博、まちづくり研究会、電子町内会、無料

　　　　法律相談、ボランティア関係等が実施された。

実施できなかったのは、地区会議（３地区）、環境衛生関係であった。

　　　　会報出版については、当日「吉備学区連合町内会かわら版」として

　　　　発行したが、支払いが４月以降になったので、支出は２１年度となる。

　　　　　　　＊「かわら版」は、吉備学区全戸に配布し、連合町内会の活動を身近なもの

としていただくために初めて発行しました。

　　　　　　　＊当日町内会長に配布の「吉備・陵南歴史と文化の散歩道」（散策マップ）は、

　　　　　　　　日本財団の助成によりまちづくり研究会が、１万部作成し、吉備公民館に常備

　　　　　　　　しています。ご利用下さい。

　　　　　　以上、２０年度の会計報告については、後述の通り多くの質問と議論がなされたが、一応多数の方の拍手により承認された。

　　　　　　→（２１年度については、２０年度の反省点踏まえ、規約の改正を含め、議論）

　　　３）規約の改正案について

　　　　　　別紙資料により、議論した。

　　　　　　改正の主な点は、

地区会議の廃止
→２０年度は、１地区長が決まったものも、他の２地区は決まらず全体として機能しなかったので、今後廃止したい。

対策・地区長の変わりに２名の副会長を置くこととする。

・地域の問題点は、連合町内会に連絡し、対応することとする。

　　　　　　　　細則で会費に関し、戸当たり会費を３００円から１００円とする。

　　　　　　　　　　　会費の改定については、色々意見も出たので、後述します。

　　　　　　　結論としては、改定案は、多数の拍手により承認された。

　　　　　　　当日、配布された改定（案）の(案)を消去してご使用下さい。
　　　４）平成２１年度役員の選任について

　　　　　　　規約に基づき　総会直前の役員会で一応の案を準備していたが、役員選出については、木元氏の下での２０年度の役員は、全員退陣し、新たに２１年度の町内会長の中から新たに役員を選出した方が良いとの意見もあった。（後述）

　　　　　　一方、２０年度については、問題もあったようだが、機能していると判断できるので旧役員の別紙案で２１年度は進めることで承認された。

　　　５）平成２１年度予算と事業計画について

　　　　　　　別紙予算案につき、西村から事業計画も含めて提案あり。賛成多数で承認された。

　　　　　　　　会費の削減もあるが、前年に対し縮小した予算となりました。

（支出合計　６５万円）

　　　　　　　→賛成３２町内会で承認された。（過半数以上、委任状含む）

　　　６）岡山市連合町内会への再加入について

　　　　　　　当連合町内会の岡山市連合町内からの脱退については、政令指定都市化に伴う区割り問題と岡山市連合町内会のあり方問題から、１昨年12/8の臨時総会で議論され、会長に一任が決定し、かつ昨年の5/10の総会でも3/18付けで脱退届が出されたと報告され、会員から特に異論もなかった。以上につき前会長から説明した。

　　　　　　２１年度は、今後のことを考慮し再加入の方向で会長に一任することに決定した。

　　　　　　　但し、再加入に際しては、新たに会費として１．５万円が必要になる。（以前はなし）

　　　７）その他

　　　　　（１）自主防災組織について（西村からの説明）

　　　　　　　　　吉備地区（旧吉備町）は、地盤も弱く大きな地震の発生と大雨の際は、危険地域であり、平成１８年に連合町内会として市の担当者の説明会を開催し、単位町内で別紙資料により、申請すれば１０万円分の資材がもらえる。と

　　　　　　　　　伝え、その後の総会でも伝えているが、現実には１～２町内のみが申請したのみである。　　　→　出来るだけ単位町内会として申請して欲しい。

　　　　　　　　　別途連合町内として、防災関連資材（別紙資料参照）を購入し、町内会に貸出ししたい。

　　　　　（２）吉備・陵南まちかど博物館について（担当理事曽我からの提案とお願い）

　　　　　　　　　昨年まで、４回毎秋に開催して来場者も多く、本年も継続して開催して欲しいとの要望もあり、１１月の提案内容と実行委員の募集について説明し、特に実行委員の募集については、町内に回覧してもらいたいとお願いした。

　　　　　　　　　　本件については、特に異論もなく承認された。

　　　　　　　　　　　　　―――――　以上が概要です　――――――

　＊質疑と応答について

　　　●２０年度会費の納入状況について
　　　　・５０町内会の内、１６町内会が未納は多い。執行部としてどう対応したか

　　　　　　→会計担当又は会長代行から電話で納入のお願いをしたが・・・・。

　　　　　　　中には、この総会の状況を見て次年度納入するか否か判断するとの町内会もあっ

た。

　　　　・未納の町内会は、脱会してはどうか？との意見があった。

　　　　　　→町内により、事情もあるかと思うので、全町内会に総会の案内を出した。

　　　　・脱会している町内会はいくらでどこか？

　　　　　　→文書又はメールでの脱会は、３町内会で、観音堂、川入、栄町である。

　　　　　　　いずれも町内の事情によりしばらく脱会すると前会長から聞いている。

　　　●２０年度の支出について

　　　　・実績から見ると、まちかど博の支出予算の割合が多過ぎる。

　　　　　　→予算通りの支出であり、他の予定の事業が執行されていない分があり、結果的に

　　　　　　　割合が多くなっている。まちかど博としては反省会でも成功だったとの事であり、

かつ予算は昨年の総会で承認されたものである。

　　　●規約の改正について

　　　　・３地区長について、どうして決まらないのか？決まっていたのはどこか？

　　　　　　→庭瀬地区の地区長のみ決定で、平野地区と撫川地区は決定されなかった。

　　　　　　　この役職は、該当の町内会長の中から選出するものであり、総会でもお願いし

　　　　　　　ていたものである。

　　　　　　→３年間このシステムで進めてきたが、充分機能しないので、２１年度から廃止

　　　　　　　したい。

　　　●年会費について（規約の中の細則）

　　　　・昨年までの会費３００円/戸についての説明が充分なされていない。又会費と連合

町内会の動向が見えてこないとの意見あり。

　　　　　→３００円については、平成１７年度の役員会で議論され、１８年度の総会で承認さ

れたものであり、各町内長さんが各地域に充分説明し、一応の理解を得て欲しいと

考えている。しかし２０年度の未納が多いところから推測し、２１年度は低減を提

案したい。（１００円に）

　　　　　→連合町内会の動向については、今回前述の通り「吉備連合町内会かわら版」を発行

　　　　　　し、地域全戸に配布し会員の皆様にご理解を頂くように対処するようにした。

　　　　・１町内会１０００円にしてはどうかとの意見あり。

　　　　　→１０００円/町内会では、事業として殆ど何も出来ない。

　　　　　→他の町内から、本日の総会の資料や２０年度実施した事業から判断してとても１０

００円では無理だとの意見も出た。

　　　　・会費納入したのに未納と言われた。

　　　　　→これは、執行部のミスであり、お詫びした。
・平成１７年度までの会費（100戸未満1000円、100戸以上200戸未満２０００円・・・
400戸以上5000円）に戻してはどうか？との意見あり。

　　　　　→１案であるが、これでは従来のままで総会と新年互礼会で終わってしまう可能性あ

る。（その以後の執行部の調査では４７町会として81000円であった）

　　　　　→他町内から、町内に寄れば数件のところもあり、本日の総会の資料や２０年度実施した事業と公平さから判断し、１戸当たりいくらと決めた方が良いとの意見あり。

　　　　　→執行部より、年会費1戸（世帯）当たり１００円の案を提案した。

　　　　　　　＊＊＊３２町内会の賛成あり、２１年度はこれで進めることとなった。

　　　　　→執行部として、この会費で進め、前町内会に参加していただけるように、又現在の活動を維持していけるように努力したい。

　　　　●２１年度役員の選出について

　　　　　・執行部提案の役員の中に、脱会している川入の住所の人が役員となるのは如何なものか？との意見あり。この質問は昨年もした。

　　　　　　→住所川入には、川入町内会の他にも数件の町内会があり、当該役員は川入町内会

　　　　　　　とは異なる町内会に所属している。　　　→質問者了解。

　　　　　　　（住所川入には、川入の他に小西、東山、川入吉備団地、ﾍﾞﾙﾌﾟｰﾙ川入、ハーモニー川入がある）

　　　　●まちかど博について

　　　　　・まちかど博のイベント会場が庭瀬往来中心で偏った面があるとの意見があった。

　　　　　　→確かに庭瀬往来が中心になってはいるが、昨年は新たに川入吉備団地や撫川公園

　　　　　　　（ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ）、RSKばら園など広がりがあったので、巡回バスの運行などで対処

した、実行委員会としては、更に多くの町内がイベントに参加してもらえるよう

に努力したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
